
 

     稲刈り体験 ９/２４（祝・月） 

     （社会福祉協議会 大湫支部主催） 
     

    「みんな、なんだか…楽しそう！」 
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平成 30 年 10 月 

第 387 号 

敬老会「フラダンス」…‼9/16 



大湫町敬老会 ９/１６（日） 

 雨降りが続いた後、ようやく晴れました。まるで天気も 

敬老会のお祝いをしてくれてるようです。 

 新しく社会福祉協議会大湫支部長になられた纐纈富久氏の進行で行事が

始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 来賓のあいさつに続き、地元介護予防サポー 

ターの「安藤則通氏」が『頭と手指の体操』を 

指導。両手の違う動きや 2曲の童謡を別のグルー 

プに惑わされずに歌ったり、とても楽しそうでした。 

 食後は、常夏のハワイじゃなく釜戸の 

ハワイアン「レイ・コアリ」のみなさん 

が優雅なフラダンスを披露してください 

ました。 

 

 

                    来年もみなさんのお元 

                     気な姿をお待ちしてます。 

                      そして、スタッフの皆さ                      

                     んお疲れ様でした。 

 

おめでとうございます（瑞浪市福祉大会） 

 

 

 

いつまでもお元気で！ 

 

○功労者表彰：安田鉱之、桐井義弘 

○米寿のお祝：三戸幸子、武田瑠璃子、柘植美智子、加藤さだ子 

 

安

藤

氏

の

指

導

の

下

「
頭
・
手
指
体
操
」
を
み

な
さ
ん
、
い
い
笑
顔
で
、

頑
張
り
ま
し
た
・
・
・
！ 

対象者(68 人) 
足又区：18 人 
西 区：20 人 
北 区：10 人 
神田区：20 人 



釜戸中学校体育大会 9／16（日） 

 

 

 

 

            

「最後の体育大会」 

板橋 星弥 

 僕は体育大会があまり好きではありません。でも、今年の体育大会は楽

しかったです。 

 僕はリレーでアンカーを走りました。接戦でバトンをもらいました。み

んなが応援してくれたおかげでなんとか逃げきりました。 

 練習では、いつも負けてばかりだったので、勝てたときはうれしかった

です。 

 今年は最後の体育大会で地域競技もあり、記憶に残る体育大会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予定していた15日は雨だっ

たけど、次日に開催できま

した・・・！ 

釜戸中として最後の体育大会のた

め「町民参加のプログラムもありま

したよ 

地域の方と一緒にフォ－クダンスを！ 

『地域と一緒に』 

○応援歌披露 

○フォークダンス 

○地区分団対抗リレー 

○消防団操法発表 

 

参加された皆さま、お疲れ様で

した。 

＊大湫宿お休み処 

10 月の営業は 7 日(日)・8 日(月,祝)・14 日(日)・21 日(日)・28 日(日)です。 

皆様のお越しをお待ちしておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

☆当日(急ぎ)の予約は丸森へお願いします。℡：0572-63-2455 
        
 

＊おしゃべりサロン「こぶし」（100 円コーヒー） 

10 月営業日 第 2・第 4 土曜日 

  営業時間 AM9：00～AM11：00  

       営業場所 ふれあいセンター   



神明神社の大杉しめ縄づくり 9/23（日） 

秋祭り前に行われる「大杉の大しめ縄づ 

くり」を伝統を絶やさぬようにと今年から 

「大湫町コミュニティ推進協議会(まちづ 

くり)」の団体として、伝承していくこと 

となり 23 人の男衆が集まり汗だくになり 

ながら作業に励みました。 

                前日が雨 

               だったため小学校の運動会と重なり、若 

い人の参加はありませんでしたが、来年 

に期待したいものです。 

 参加された皆さん、お疲れ様でした。 

来年もよろしくお願いします。 

 

 

 

稲刈り体験（社会福祉協議会大湫支部主催） 9/24（祝・月） 
 昨年と一昨年は、あいにく行事や雨のため稲刈り体験を企画することが

できませんでした。今年は「ぜひやりたい」と釜戸小学校を通じて子ども

たちにも案内し、今年は参加してもらうことが出来ました。釜戸小学校の

校長先生も参加して下さいました。 

多くの子ども達が 

大人と一緒にノコ 

ギリ鎌を使ってよ 

く育ったイネの株 

を刈り取っていき 

ます。昼前にはハ 

ザ架けまで終わる 

ことができ記念に 

パチリ（右下写真）。 

 参加されたみなさん、お疲れ様でし 

た。 



思い出の小学校 

         足立 真衣 

 小学校が取り壊しとなり、空き地となってから何度か訪れてみました。

ここに教室、ここに保健室と記憶がよみがえってきて、淋しさとともに、

「ありがとう」という気持ちがこみ上げ 

てきました。 

私の思い出の中で大好きな場所は幾つ 

もありますが、中でも図書館は特別です。 

低い天井と短い階段、丸テーブルと木の 

香り。本が好きで、とても落ち着く場所 

でした。小さな部屋でしたが、秘密基地 

の様でわくわくする気持ちもありました。 

沢山の卒業生が、それぞれの思い出を持っていると思います。いつまで

も色あせず、一人ひとりの心の中で生きていってくれることを願っていま

す。 

次回は西山美穂さん（北区）です 

 

 

 

 

 

   

 

九
月
の
句 

 
 

 

山
口
雪
子 

足
に
貼
る
湿
布
の
匂
ふ
秋
涼
し 

持
て
余
す
畑
に
一
人
つ
く
つ
く
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天
野
辰
代 

立
秋
や
夕
風
運
ぶ
寺
の
鐘 

停
電
の
続
く
今
宵
の
無
月
か
な 

 

 

 



大湫景観づくりワークショップ 9/8（土） 

 「現在の大湫のまち模型」を岐阜工業高等専門学校生が制作。この模型

は現在の大湫宿を縮尺（1/100）で正確に作られています。これを基に景観

について話し合いが行われました。この作品は丸森にて 11/3 まで展示して   

いますのでぜひご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三戸氏の「竹細工」と

違った味わいだね！ 

鳥になったように「宿」を見お

ろすかんじだね 



９月の丸森から                       

 

訪れた方 （９/２５まで） 

町外から 町内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

４００ ８ ８６ ２１ ５１５ ３６ 
 

H30,4 月～ ４,７０１ 人 
オープンから １５,９１４ 人 

（団体） 

＊岐阜工専学生（のべ 25 名）、ぎふ 17 宿踏破（39 名）、瀬戸からの団体（15 名） 

＊外国人ツアー（5 回で 36 名）・・・・・秋の Walk japan ツアー（毎週土曜日） 

                       新しいツアーの Raw トラベル（小人数） 

＊9/29（土）、岐阜県商工労働部 観光国際局 海外戦略推進課の依頼によるガイド 

        来月末に市長も同行する地歌舞伎のパリ公演に合わせて 

相生座・加子母・下呂の地歌舞伎＋地元の写真展のために写真撮影をする 

（この大湫宿も） 

 （最近の様子）   

   ＊歩き旅の人や団体が増えてきた。 

＊日曜日のお休み処のファンが多く賑わいだした。 

＊Walk japan が丸森で弁当の受け渡しをする。 

＊9 月から、日本語が話せない外国人の方が目立ち対応に苦慮する。 
 

10 月の観光案内 から、   
    
  ＊ツクルテが 11 月に移動したので、大湫宿内のイベントは 神明白山の秋祭りのみ 
  

１０/７（日）お祭り 
ぎふ 17 宿踏破に参加 
 

丸森対応のガイド 

五平 2本＋コーヒー（お茶）＋お土産 

参加費 500 円徴収 

面高屋で食事休憩（11:30～13:30） 

 

岐阜工業高等専門学校生が制作した「まち町の模 ＊丸森内の展示・・・景観委員会の時に、

型」を１１月 3 日の文化祭まで展示するので見てもらう。 

   

丸森だより 

  



大
湫
中
学
備
忘
録
（
４
） 

（
１
）
修
学
旅
行
の
こ
と 

年
が
明
け
る
と
次
年
度
の
学
校
行
事
を

決
め
る
話
し
合
い
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
行
事
日
程
を
決
め
る
に
は
曜
日
も
考

慮
に
入
れ
、
行
事
日
が
特
定
の
曜
日
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

当
時
、
校
長
は
小
学
校
と
兼
務
。
運
動

会
な
ど
一
部
の
行
事
は
。
小
中
合
同
で
実
施

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
双
方
の
行
事
日
を
す

り
合
わ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
し
た
。 

入
学
式
や
卒
業
式
・
遠
足
・
運
動
会
・

学
芸
会
な
ど
は
「
学
校
行
事
等
」
と
さ
れ
る

教
育
課
程
（
１
）

の
一
つ
。
学
校
教
育
で
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。 

学
校
行
事
の
中
で
、
修
学
旅
行
は
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
。
こ
の
修
学
旅
行
の
始
ま
り
は
、

一
八
八
六
（
明
治
19
）
年
二
月
に
東
京
師

範
学
校
（
現
筑
波
大
学
）
が
行
っ
た
の
が
最

初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
報
告
書
で
は

「
長
途
遠
足
ノ
学
術
上
二
有
効
ナ
ル
ハ
教

員
一
同
ノ
確
認
セ
ル
所
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
の
修
学
旅
行
で
す
。
だ
が
、
そ

の
内
容
は
軍
事
教
練
と
文
化
財
の
見
学
が

合
わ
さ
っ
た
も
の
で
し
た
。 

戦
争
中
の
一
九
四
〇
年
、
文
部
省
（
現

文
科
省
）
は
修
学
旅
行
を
中
止
す
る
よ
う
通

達
。
修
学
旅
行
は
途
絶
え
ま
し
た
。
し
か
し

戦
後
の
食
糧
不
足
や
交
通
事
情
の
悪
化
と

い
う
悪
条
件
の
中
で
も
、
早
く
も
一
九
四
六

（
昭
和
21
）
年
に
は
、
各
地
の
学
校
で
修

学
旅
行
が
行
わ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。 戦

後
復
興
が
進
む
と
共
に
、
修
学
旅
行

の
実
施
校
も
増
加
し
、
一
九
五
三
（
昭
和
28
）

年
に
は
、
全
国
中
学
校
の
87
％
、
高
校
の

65.7
％
が
修
学
旅
行
を
実
施
（
２
）

し
ま
し
た
。 

費
用
が
出
せ
ず
、
修
学
旅
行
に
行
け
な

い
家
庭
の
生
徒
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
た
ら

全
員
で
旅
行
に
行
け
る
か
と
、
大
湫
中
学
の

生
徒
た
ち
も
心
を
砕
き
行
動
も
起
こ
し
ま

す
。 「

夏
休
み
な
ど
先
生
と
一
緒
に
山
に
行

っ
て
薪
運
び
を
し
た
り
、
人
手
の
足
り
な
い

農
家
の
手
伝
い
な
ど
し
て
ど
う
し
た
ら
全

員
で
旅
行
に
行
け
る
か
学
級
で
相
談
し
た

こ
と
な
ど
旅
行
に
行
っ
た
こ
と
よ
り
皆
で

苦
労
し
た
こ
と
、
米
を
持
っ
て
行
か
な
い
と

旅
館
に
泊
ま
れ
な
い
時
代
で
二
泊
分
の
米

と
宿
泊
代
に
す
る
分
の
米
が
重
か
っ
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
る
京
都
奈
良
の
旅
行
で

し
た
」
（
『
記
念
誌
』
昭
和
27
年
度
卒
渡
辺 

英
二
）
。
食
糧
難
だ
っ
た
こ
の
こ
ろ
の
旅
行

に
は
米
を
持
参
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は

修
学
旅
行
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
「
修
学
旅
行
へ
行
く
た
め
に
、
全
員
で

参
加
す
る
様
に
、
植
樹
を
し
て
そ
の
お
金
で
、

旅
行
に
皆
で
行
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」

（
『
記
念
誌
』
昭
和
29
年
度
卒
近
藤 

貞

子
）
。
「
冬
休
み
は
、
希
望
者
だ
け
で
す
が
、

植
林
の
手
伝
い
を
し
て
、
一
日
、
百
五
十
円
、

雪
が
降
る
と
百
七
十
円
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
貯
め
て
、
修
学
旅
行
の
費
用
に
当
て

ま
し
た
」
（
『
記
念
誌
』
昭
和
34
年
度
卒
長

谷
川 

達
二
）。 

行
事
日
程
を
決
め
る
職
員
会
議
の
こ
と

で
す
。
「
来
年
度
修
学
旅
行
を
お
こ
な
う
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
が
…
。
で
き
ま
す
か

ね
？
」。「
来
年
の
三
年
生
は
、
二
十
一
名
で



す
よ
。
団
体
割
引
が
該
当
す
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
割
引
が
な
い
と
旅
費
な
ど
の
経
費

が
高
く
な
り
ま
す
か
ら
」。「
修
学
旅
行
は
時

節
柄
控
え
る
よ
う
に
と
の
通
知
が
大
阪
で

は
出
て
ま
す
よ
」（
４
）
。「
そ
れ
も
あ
る
け
ど
、

男
女
別
に
ち
ゃ
ん
と
部
屋
が
取
れ
る
か
ね
」。

「
引
き
受
け
て
く
れ
る
旅
館
が
あ
る
か
ど

う
か
も
わ
か
ら
ん
で
す
よ
」
。
侃
々
諤
々

か

ん

か

ん

が

く

が

く

の

議
論
。 

校
長
が
「
生
徒
の
希
望
も
強
い
し
、
意

義
は
あ
る
。
や
り
ま
し
ょ
う
」
。 

大
湫
中
学
の
初
め
て
の
修
学
旅
行
は
、

開
校
初
年
度
。
戦
後
の
混
乱
が
少
し
落
ち
着

い
た
か
な
、
と
思
わ
れ
る
頃
。
一
九
四
七
年

十
一
月
二
十
四
日
。
旅
行
シ
ー
ズ
ン
に
は
少

し
遅
め
で
す
。
行
き
先
は
岐
阜
市
内
。
宿
は

旅
館
「
四
季
の
里
」
で
し
た
。 

昭
和
二
十
三
年
度
の
卒
業
生
は
「
修
学

旅
行
に
も
行
け
な
か
っ
た
」
。
「
主
要
日
誌
」

（
３
）

に
も
修
学
旅
行
の
記
載
は
な
く
、
修
学

旅
行
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

一
九
四
九
（
昭
和
24
）
年
は
、
十
一
月

二
八
日
か
ら
二
泊
三
日
で
三
年
生
が
出
か

け
て
い
ま
す
。 

翌
年
の
一
九
五
〇
年
は
、
二
、
三
年
生

の
合
同
。
一
泊
二
日
の
日
程
で
す
。
二
名
の

引
率
教
員
と
「
保
健
婦
」
も
同
行
し
ま
し
た
。

二
学
年
が
合
同
で
行
く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

を
考
慮
し
、
今
後
は
隔
年
で
修
学
旅
行
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
年
、
二
・
三
年
の
該
当
生

徒
全
員
が
参
加
し
て
い
れ
ば
、
四
十
四
名
。 

一
九
五
二
（
昭
和
27
）
年
度
は
、
十
月

十
日
。
同
じ
く
二
、
三
年
合
同
（
75
名
）

で
奈
良
・
大
阪
・
京
都
方
面
へ
の
二
泊
三
日

で
し
た
。 

修
学
旅
行
は
、
実
施
時
期
・
コ
ー
ス
の

選
定
な
ど
、
関
係
方
面
と
打
ち
合
わ
せ
す
る

こ
と
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。
生
徒
数
が
多
い
場

合
は
、
宿
泊
施
設
を
貸
切
状
態
に
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
少
な
け
れ
ば
一
般
旅
行

者
と
同
宿
と
な
り
、
一
般
客
と
の
ト
ラ
ブ
ル

も
心
配
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
、
接
触
す
る

場
を
少
な
く
す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
浴
場
や
食
事
場
所
の
使
用
時

間
の
調
整
を
す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。
旅
館

側
に
も
引
率
す
る
教
員
の
側
に
も
安
心
出

来
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
貸
切
状
態
で
あ
っ

た
方
が
よ
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
一
校
で

は
人
数
が
少
な
い
た
め
、
地
域
の
学
校
が
合

同
で
修
学
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と
が
提
案
。

そ
れ
が
瑞
浪
市
全
中
学
合
同
の
修
学
旅
行

で
し
た
。 

一
九
五
四
（
昭
和
29
）
年
度
の
大
湫
中

学
の
修
学
旅
行
は
、
全
中
学
合
同
修
学
旅
行
。

そ
れ
ま
で
の
秋
か
ら
夏
（
八
月
二
五
日
か
ら

の
三
泊
四
日
）
へ
時
期
も
変
更
。
合
同
に
す

る
た
め
に
は
、
ど
の
中
学
も
行
事
日
程
が
取

り
や
す
い
時
期
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
旅
行
に
よ
い
時
期
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

学
校
側
の
都
合
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の

年
の
四
月
か
ら
町
村
合
併
で
瑞
浪
市
立
と

な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
の
よ
う
で
す
。 

大
湫
か
ら
の
参
加
は
、
二
・
三
年
生
の

合
同
（
49
名
）
。
「
初
日
は
、
江
ノ
島
、
鎌

倉
、
東
京
へ
と
、
東
京
の
夜
景
の
す
ば
ら
し

か
っ
た
こ
と
。
二
日
目
、
国
会
議
事
堂
、
上

野
公
園
の
西
郷
さ
ん
、
皇
居
、
日
光
へ
と
行

き
ま
し
た
」
（
『
記
念
誌
』
昭
和
30
年
度
卒

大
山 

光
博
）
。
東
京
と
日
光
で
泊
り
、
長



野
へ
行
く
夜
行
の
車
中
で
一
泊
す
る
三
泊

四
日
の
行
程
で
し
た
。 

そ
の
後
の
修
学
旅
行
は
、
隔
年
の
昭
和

三
十
一
（
五
月
）
、
三
十
三
（
五
月
）
、
三
十

五
年
（
九
月
）
と
関
西
方
面
に
二
泊
三
日
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

修
学
旅
行
の
思
い
出
は
懐
か
し
く
、
何

歳
に
な
っ
て
も
「
あ
の
と
き
は
・
・
・
」
と
、

話
が
尽
き
ま
せ
ん
。 

 

（
１
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
学
習
指
導
計
画 

（
２
）19

4
8

年
8
月
20
日
。
国
鉄
（
現
在
の
JR
）

は
、
生
徒
運
賃
を
半
額
、
引
率
教
員
を
二
割
引
と

し
た 

（
３
）
昭
和
31
年
5
月
『
沿
革
史
』
に
記
さ
れ
た

「
主
要
日
誌
」 

（
４
）「
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
生
徒
の
熱
烈
な
希

望
も
あ
り
、
事
情
や
む
を
得
な
い
場
合
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
時
節
柄
父
兄
の
立
場
や
国
の
経
済

事
情
も
考
慮
し
て
な
る
べ
く
こ
れ
を
控
え
ら
れ
ま

す
よ
う
、
万
止
む
を
得
な
い
場
合
は
精
々
一
泊
程

度
の
旅
行
に
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」。19

4
8

年
11
月
26
日
、
大
阪
府
教
育
部
長 

 

（
２
）
臨
海
学
校
の
こ
と 

「
生
徒
た
ち
に
海
を
見
せ
た
い
ね
」「
水

平
線
を
見
る
と
地
球
の
球
体
を
実
感
で
き

ま
せ
ん
か
」
「
海
の
水
が
シ
ョ
ッ
パ
イ
こ
と

を
体
験
で
き
る
の
も
よ
い
思
い
出
に
な
る

ん
で
は
な
い
か
な
ー
」。 

海
水
浴
の
体
験
行
事
を
実
施
す
る
上
で
、

後
押
し
と
な
っ
た
の
は
知
多
郡
（
現
知
多
市
）

旭
北
小
学
校
（
１
）

か
ら
打
診
の
あ
っ
た
林
間

教
室
で
し
た
。
一
九
四
八
（
昭
和
23
）
年

七
月
二
七
日
か
ら
二
泊
で
、
同
校
の
児
童
四

十
五
名
が
大
湫
に
来
て
、
教
室
を
利
用
し
た

こ
と
で
す
。
行
事
を
「
相
互
乗
り
入
れ
」
的

な
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
臨
海
学
校
実
施
に

伴
う
経
費
が
抑
制
さ
れ
る
め
ど
が
た
ち
ま

し
た
。
大
湫
中
学
の
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
旭

北
小
学
校
を
宿
泊
場
所
と
し
て
日
長
海
岸

(

新
舞
子)

で
の
海
水
浴
が
実
現
し
ま
す
。
初

め
て
の
臨
海
学
校
。
八
月
六
日
か
ら
の
二
泊
。

三
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

岐
阜
県
は
海
に
面
し
な
い
数
少
な
い
都

道
府
県
の
一
つ
。
海
を
見
た
こ
と
の
な
い
生

徒
た
ち
が
感
動
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
海

水
浴
に
つ
れ
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
の
で

す
。 「

二
年
の
夏
、
知
多
郡
の
新
舞
子
に
全

校
で
合
宿
山
に
住
む
私
達
は
海
は
め
ず
ら

し
い
。
ど
こ
ま
で
も
つ
づ
く
地
平
線
（
マ
マ
）

に
地
球
の
不
思
議
さ
に
感
動
」
（
『
記
念
誌
』

昭
和
24
年
度
卒
大
沢 

松
枝
）
。
「
中
一
の

時
、
臨
海
学
校
で
、
生
ま
れ
て
初
め
て
、
海

を
見
、
泳
い
で
感
激
し
ま
し
た
」（『
記
念
誌
』

昭
和
34
年
卒
長
谷
川 

達
二
）。 

教
員
の
期
待
通
り
で
し
た
。 

臨
海
学
校
の
教
育
的
効
果
は
認
め
ら
れ

た
も
の
の
、
費
用
の
点
で
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
交
通
費
や
宿
泊
費
の
父
母
負
担
は
重
く

無
視
で
き
ず
、
継
続
す
る
こ
と
は
困
難
で
し

た
。
も
う
一
つ
は
怪
我
が
多
か
っ
た
こ
と
に

も
あ
り
ま
す
。
海
で
泳
ぐ
経
験
が
な
い
生
徒

は
、
海
水
で
ふ
や
け
た
足
や
手
を
フ
ジ
ツ
ボ

や
二
枚
貝
の
か
け
ら
で
よ
く
切
り
ま
し
た
。

引
率
の
養
護
教
諭
は
治
療
に
追
わ
れ
「
大
変

で
し
た
」
。 

が
、
山
家
育
ち
の
生
徒
に
「
海
を
見
せ

た
い
」
「
海
で
泳
が
せ
て
や
り
た
い
」
と
言



う
思
い
は
、
父
母
や
教
師
に
強
く
あ
り
ま
し

た
。 一

九
五
七
（
昭
和
32
）
年
五
月
、
校
長

と
育
友
会
役
員
が
海
水
浴
場
の
下
見
に
出

か
け
ま
し
た
。
こ
の
年
、
八
月
三
日
、
二
泊

で
「
臨
海
学
習
」
を
開
校
。
全
校
生
徒
が
参

加
。
知
多
郡
美
浜
町
の
小
野
浦
海
水
浴
場

（
野
間
灯
台
の
南
）
で
の
臨
海
学
校
で
す
。 

一
九
五
九
年
八
月
十
二
日
、
日
帰
り
で

の
海
水
浴
（
２
）

を
計
画
実
施
。
と
こ
ろ
が
雨

の
た
め
海
で
泳
ぐ
こ
と
は
叶
わ
ず
帰
校
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
満
足
に
泳
げ
る

場
所
が
な
い
大
湫
の
生
徒
た
ち
に
も
泳
ぎ

を
楽
し
ま
せ
た
い
と
「
プ
ー
ル
建
設
準
備
委

員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
初
会
合
を
こ
の
年
の

十
二
月
八
日
に
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
プ
ー

ル
建
設
の
実
現
を
待
た
ず
大
湫
中
学
は
釜

戸
中
学
と
合
併
し
ま
し
た
。 

 

（
１
）
旭
北
小
学
校
は
新
築
移
転
に
よ
り
現
在

地
に 

（
２
）
観
音
堂
下
を
５
時
半
に
出
発
。
現
地
到

着
す
る
こ
ろ
に
降
雨
の
た
め
泳
げ
ず
に
帰
校 

 『台風 21 号の爪痕』 

 全国各地に被害が相次いだ台風 21号。 

 大湫町でもあちらこちらでスギ・ヒノキを中 

心に倒木が発生。区長会をはじめとする役 

員や有志の方々で撤去作業が行われました 

が、一日や二日で終了するような倒木数で 

はなく、何日も続けられました。 

 また、生活道路だけでなく中山道にも被 

害はおよび琵琶等や十三峠での倒木は一ヵ 

所や二ヵ所に留まらなく、おまけに車で近 

づけない所も多く大変な作業が続きました。 

 「23 日には、中山道のイベントを控えてる 

から早くなんとかしなあかんなぁ」と疲 

れた顔も見せず、作業されました。 

お蔭で『中山道ぎふ 17宿踏破ウォーキ 

ング』に参加の皆様には倒木の心配なく 

歩いていただけました。 

 作業していただきましたみなさん、お 

疲れ様でした。 



日
本
の
農
業
は
ど
う
な
る 

 

父
親
が
よ
く
「
農
業
だ
け
は
絶
対
す
る
な
」

と
言
っ
て
い
た
。
自
我
の
強
い
私
は
、
そ
れ

で
も
農
業
を
志
し
た
。
読
書
が
好
き
で
、
学

校
の
勉
強
を
な
お
ざ
り
に
し
て
小
説
ば
か

り
読
ん
で
い
た
。 

 

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
の
が
、
農
協
の
前
身
、

産
業
組
合
の
父
と
言
わ
れ
て
い
た
賀
川
豊

彦
先
生
の
著
書
「
乳
と
蜜
の
流
れ
る
郷
」
で

あ
る
。
貧
し
か
っ
た
農
民
を
救
う
た
め
に
、

共
同
組
合
の
必
要
を
説
い
て
奔
走
し
た
一

人
の
男
の
物
語
で
あ
る
。 

 

昭
和
二
十
四
年
、
村
長
（
農
協
組
合
長
兼

任
）
の
桐
井
津
意
知
さ
ん
に
要
請
さ
れ
農
協

の
職
員
に
な
っ
た
。
県
下
で
一
番
小
さ
な
農

協
で
給
与
が
悪
く
、
職
員
は
す
ぐ
に
転
職
し

て
し
ま
っ
た
。 

 

賀
川
豊
彦
先
生
に
心
酔
し
、
組
合
員
百
二

十
名
の
貧
弱
な
組
合
の
運
営
は
、
誰
が
見
て

も
困
難
で
あ
る
と
は
判
っ
て
い
た
。
桐
井
組

合
長
に
は
「
や
り
た
い
よ
う
に
や
れ
」
と
言

わ
れ
、
夢
を
描
い
て
い
る
中
に
予
期
せ
ぬ
こ

と
が
起
き
た
。
頼
み
に
す
る
桐
井
組
合
長
の

不
慮
の
死
だ
っ
た
。 

町
村
合
併
に
よ
り
村
は
瑞
浪
市
と
な
り
、
村

の
援
助
も
な
く
な
り
、
若
干
三
十
歳
で
組
合

の
運
営
を
任
さ
れ
た
。 

 

昭
和
四
十
三
年
、
市
内
八
ヶ
所
の
農
協
は

合
併
し
、
「
青
い
空
が
見
た
い
」
と
思
っ
て

い
た
私
の
役
目
は
終
わ
っ
た
と
農
協
を
辞

し
、
「
乳
と
蜜
の
流
れ
る
郷
」
作
り
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
た
。 

 
先
人
吉
村
𠝏
次
郎
氏
が
、
中
山
道
大
湫
宿

に
植
え
ら
れ
「
幻
の
ユ
リ
」
と
言
わ
れ
て
い

た
ユ
リ
を
、
大
湫
の
特
産
品
に
し
よ
う
と
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
た
。
当
時
、
国
も
輸
出
農

産
物
と
し
て
お
茶
や
生
糸
を
輸
出
し
よ
う

と
養
蚕
を
奨
励
し
て
い
た
。
加
え
て
山
野
に

自
生
す
る
日
本
の
ユ
リ
（
百
合
）
は
、
世
界

中
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
有
望
な
輸
出
農

産
物
だ
っ
た
。
中
国
が
原
産
と
言
わ
れ
て
い

た
「
博
多
百
合
」
も
有
望
だ
っ
た
が
、
病
気

に
弱
く
栽
培
が
難
し
か
っ
た
。 

 

吉
村
氏
は
、
私
が
ユ
リ
に
の
め
り
込
む
の

を
見
て
、
栽
培
を
止
め
る
よ
う
に
再
三
忠
告

さ
れ
た
。 

念
頭
に
は
、
九
州
よ
り
狭
い
オ
ラ
ン
ダ
が

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ユ
リ
の
栽
培
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
一
の
輸
出
国
と
な
っ
た
事
が
あ
っ
た
。 

 

我
が
国
は
工
業
国
と
し
て
経
済
大
国
と

な
っ
た
。
ど
ち
ら
が
良
か
っ
た
か
は
別
と
し

て
、
今
、
絶
好
調
の
ト
ヨ
タ
な
ど
多
く
の
大

企
業
が
、
食
料
の
生
産
や
加
工
事
業
に
進
出

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
世
界
は
限
り
な
く
貿

易
の
自
由
化
に
向
か
っ
て
い
る
。
近
く
日
米

両
国
間
の
貿
易
協
定
が
結
ば
れ
る
。
日
本
の

農
業
は
大
打
撃
を
受
け
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
在
職
中
、
銀
行
化
す
る
農
協
に
「
本
来

の
目
的
」
に
立
ち
戻
る
必
要
を
提
言
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
日
本
の
農
業
は
大
規
模
経
営

と
家
族
経
営
農
家
に
二
極
化
さ
れ
る
だ
ろ

う
。 

 
 

 

（
文
責
） 

天
野
長
三
郎 



                    

                    

                    



リ・アップ“ひよも”だより 

 

     10月のお茶のみ会のおさそい 

    日 時：10月 3日（水曜日）9：30～11：00頃まで 

    場 所：ふれあいセンター     

参加費： 無料 

               お待ちしています 

                

オススメ！大湫分室の本 

『ともにつくるＤＩＹワークショップ』 

河野 直：著 

 住まいをリノベーションしたい。

仲間を巻き込んで楽しくつくる。左

官壁塗りや床貼りなどの施工やキ

レイに仕上げるコツを紹介。今、流

行のＤＩＹいかがでしょうか。 

 

ご招待券あります（各2名様） 

○『没後 50年記念 加藤士師萌展』 

 期間：11月 4日（日）まで 

 会場：岐阜県現代陶芸美術館 

○『人間国宝  

加藤孝造-村田允コレクション展-』 

 期間：11月 25日（日）まで 

 会場：市陶磁資料館 

青色回転灯防犯パトロール 

10 月のパトロール予定者 

 

（10/上旬）桐井賢次,柘植 巧 

（10/下旬）奥村準蔵,三浦信之 

デマンド交通 

利用者(大湫～日吉東部) 

8月：58便 延べ 132名 

 

 

いつもご利用いただき、ありがとうご

ざいます。これからもよろしくお願いし

ます 

大湫町文化祭 11/3 

作品募集中！ 
今年もみなさんの作品で文

化祭を盛り上げてください。   

もちろん、芸 

達者な方も大歓 

迎です。 

中仙道 GCより 

第 10回チャリティ夏祭り 9/1 

 今年も花の森整備事業やまちづくり事

業のためにと「チャリティ夏祭り」の売

上を寄付してくださ 

いました。 

 ありがとうござい 

ます。大切に使わせ 

ていただきます。 

高齢者の交通安全教室

をやりますよ！ 



区
長
日
記 

 
近
年
に
な
い
強
風
台
風
と
な
っ
た
二
十
一
号
は
、
大
湫
町
の
山
林

に
多
く
の
傷
跡
を
残
し
走
り
抜
け
て
行
き
ま
し
た
。
特
に
管
理
の
行

き
届
か
な
い
人
工
林
で
は
倒
木
が
多
く
発
生
し
今
後
の
山
林
管
理

に
課
題
を
残
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
生
活
用
道
路
沿
線
の
倒
木
は
、
通
行
の
遮
断
と
と
も
に
電
線

に
被
害
を
与
え
、
長
時
間
の
停
電
を
招
き
ま
し
た
。
特
に
幹
線
道
路

の
危
険
木
に
つ
い
て
は
、
本
年
も
市
・
県
な
ど
行
政
機
関
へ
対
応
策

を
要
請
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

な
お
宗
昌
寺
か
ら
東
の
中
山
道
沿
い
５
㏊
に
計
画
し
て
お
り
ま

す
観
光
景
観
林
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
て
の
地
権
者
の
皆

様
に
ご
了
解
を
い
た
だ
き
、
年
度
内
の
整
備
に
目
途
が
付
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
施
工
に
あ
た
っ
て
は
何
か
と

お
世
話
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

秋
は
各
地
区
の
例
祭
を
は
じ
め
、
文
化
祭
・
「
オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク

ル
テ
」
な
ど
、
大
き
な
行
事
が
続
き
ま
す
が
、
実
り
あ
る
季
節
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。 

区
長
会
長 

足
立 

９
月
１
日 

中
仙
道
ゴ
ル
フ
場
夏
祭
り 

 
 

４
日 

台
風
21
号
避
難
所
開
設 

５
日 

台
風
21
号
災
害
復
旧
作
業 

７
日 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会 

 
 

８
日 

北
中
学
見
学
会
・
景
観
協
議
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 
 

９
日 

大
湫
町
奉
仕
作
業 

 
 

10
日 

観
光
景
観
林
整
備
事
業
打
合
せ
会 

 
 

12
日 

夢
づ
く
り
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
」
ヒ
ア
リ
ン
グ 

 
 

14
日 

中
山
道
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会 

 
 

16
日 

釜
戸
中
学
校
運
動
会
・
敬
老
会 

 
 

 
 

18
日 

オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
実
行
委
員
会 

 
 

21
日 

多
面
的
機
能
交
付
金
事
業
県
ヒ
ア
リ
ン
グ 

 
 

23
日 

釜
戸
小
学
校
運
動
会
・
し
め
縄
づ
く
り 

 
 

24
日 

み
ん
な
の
農
園
「
稲
刈
体
験
交
流
会
」 

 
 

25
日 

文
化
祭
実
行
委
員
会 

 
 

26
日 

瑞
浪
市
自
治
連
合
会 

 
 

27
日 

大
湫
宿
山
車
整
備
打
合
せ
会 

 
 

29
日 
長
寿
会
秋
の
奉
仕
作
業 

 
 



                    

 

  

編
集
後
記 

  
 

暑
さ
も
尋
常
で
な
か
っ
た
が
、
さ
す
が 

 

に
十
月
と
も
な
る
と
朝
晩
は
や
は
り
涼
し 

い
で
す
ね
。 

お
彼
岸
時
期
に
は
彼
岸
花
が
咲
き
、
空 

 

を
見
上
げ
れ
ば
秋
の
う
ろ
こ
雲
が
広
が
っ 

て
い
て
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
実
感
し 

た
り
し
て
・
・
・
。 

 
 

変
化
し
て
い
く
季
節
を
楽
し
み
な
が
ら 

 

過
ご
す
の
も
い
い
で
す
ね
。 

 
 

何
は
と
も
あ
れ
、
早
寝
早
起
き
・
バ
ラ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ン
ス
の
良
い
食
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
心
が
け
て
過
ご 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
ま
し
ょ
う 

・
・
・
ｙ 
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三
一
三
〇

二
八

二
七

二
三

二
二

二
一

二
〇

一
四

一
三

八 七 六 五 三 一 日

火火 日 土 火 月 日 土 日 土 月 日 土 金 水 月 曜

　
　
行
　
　
　
事

広
報
委
員
会
／
小
中
音
楽
会

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

集
ま
ろ
う
会
太
鼓

(

釜
戸
町
文
化
祭
演
奏

)

ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

釜
戸
町
文
化
祭
～

二
八
日
ま
で

竜
吟
幼
5
歳
バ
ス
遠
足

瑞
長
連
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

（
大
湫
会
場

）

足
又
例
祭

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
作
業

集
ま
ろ
う
会
太
鼓

(

日
吉
町
文
化
祭
演
奏

)

釜
小
学
習
発
表
会
・
教
育
講
演
会

神
田
白
山
権
現
社
例

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

集
ま
ろ
う
会

（
芋
掘
り

）

＊
体
育
の
日
／
市
福
祉
ま
つ
り

神
明
白
山
神
社
例
祭

竜
吟
幼
児
園
運
動
会

定
例
区
長
・
幹
事
会

リ
・
ア

ッ
プ

「
ひ
よ
も

」

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

財
産
区
全
員
会
議

「
手
作
り
小
物

」
展
開
催
中

（
十
日
ま
で

）

予
　
　
　
定

 
 
 
 
平
成
三
十
年
十
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：10/22(月)不燃ごみ：10/5(金)


